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第１号 

 

石川県高等学校体育連盟調査研究委員会 



あ い さ つ 

                                                       

石川県高等学校体育連盟 

                         副 会 長  早 川  弘 志 

  

 記念すべき石川県高等学校体育連盟研究紀要第１号が完成するにあたり、ご尽力いただ

きました関係各位に深く感謝いたします。 

 さて、平成 20 年１月に全国高等学校体育連盟研究大会が金沢で開催されましたが、多

くの方のご協力のもと、大成功裏に終えることができました。石川県立門前高等学校ソフ

トボール部監督の室谷妙子教諭とアテネ五輪ウエイトリフティング日本代表監督の菊田三

代治先生のご講演では、指導者としての原点を改めて呼び起こされ、指導者の学びに終わ

りのないことを再認識できた有意義なものでした。 

また、全国研究大会に先立って、平成 19 年 11 月には、念願であった第１回石川県高等

学校体育連盟研究大会を開催し、金沢大学医学部教授の北岡先生のご講演と石川大会で発

表の小松市立高校の古橋幹夫教諭をはじめ、バスケットボール・ボート・定通の各専門部

から計４本の発表がありました。平成 21 年１月には第２回石川県高等学校体育連盟研究

大会を開催し、岡山大会で発表した県立盲学校の上原崇教諭をはじめ、陸上・登山・フェ

ンシングの各専門部から計４本の発表がありました。このように各専門部から毎年順番に

発表し、その中から全国大会で発表する体制が整ってきました。 

 しかし、全国高体連研究部では、研究大会の活性化が課題となり、新たな取り組みが行

われています。各県輪番制による発表だけでなく、自主発表や課題発表などの取り組みが

平成 21 年度より行われることになっています。 

 高体連にとって研究は、競技力の向上とともにとても重要な役割を担っていて、この２

つは両輪とならなければなりません。全国の動向をみながら、石川県高等学校体育連盟研

究大会がより活性化の道をたどり、競技力に生かしていくことを願っています。 

今後の石川県高等学校体育連盟研究大会がより活性化するよう、関係各位にさらなるお

願いをし、あいさつにかえさせていただきます。 



平成１９年度  第１回石川県高等学校体育連盟研究大会開催要項  

 

１  目   的     石川県高等学校体育連盟に加盟する各高等学校の体育・スポーツ

指導者の資質向上を図るため、日頃の研究成果を発表するととも

に、当面する諸問題について情報を交換し、高等学校教育の一環と

しての体育・スポーツの振興・発展に資する。  

    

２  主   催    石川県高等学校体育連盟  

  

３  共   催    石川県教育委員会  

 

４  日   時       平成１９年１１月３０日（金）  １３：００～１６：３０  

 

５  会   場    石川県青尐年総合研修センター   

          金沢市常盤町２１２－１    ＴＥＬ  076-252-0666 

 

６  参加対象   石川県高等学校体育連盟加盟校の体育・スポーツ指導者     

 

７  研究主題    『  つくろう  高校スポーツの新しい道』  

                   －部活動で育む真の力－  

 

８  内   容       1)講  演   『スポーツ障害の現状と予防について』  

           講  師   金沢大学医学部附属病院臨床教授  北岡  克彦  氏             

                協力：「運動器の１０年」日本委員会   

          

2)研究発表  

           全国高等学校体育連盟研究大会プレ発表  

          『ハンドボールで勝つための戦略』  

～効果と効率を考えた優先順位～  

                     発表者   ハンドボール専門部    

                 小松市立高等学校         古橋  幹夫教諭  

 

          『ボート競技の普及・強化について』   

         発 表 者   ボ ー ト 競 技 専 門 部 委 員 長  

                        小松明峰高等学校         安田  誠二教諭  

  

          『定通陸上１０年の歩み』～生徒理解から競技力の向上へ～  

           発表者   定通専門部  

金沢泉丘高等学校通信制過程    木下  茂  教諭  

 

          『小規模校における部活動の運営について』  

             ～県立高等学校再編を間近に控えて～   

                  発表者   バスケットボール専門部  

穴水高等学校           蔵野  紀夫教諭  

 

         3)報  告   ・運動部活動に関する調査報告   

               ・全国高体連研究大会報告及び今後の取り組み        



 



講演「スポーツ傷害の予防と現状について」 

講師 金沢大学整形外科 北岡 克彦氏 

 

記念すべき第１回県高等学校体育連盟研究大会の講師として、「運動器の１０年」か

ら北岡先生に講演していただいた。午前中に手術（実は県高体連末平佑二会長の肘の手

術をしていて、その症例を写真で見せていただき、大変に会場が盛り上がった。）し、

その合間を縫っての講演と言うことで、大変リアリティーな、またタイムリーな講演で

あった。パワーポイントで写真やビデオ等をいれて説明していただき、大変にわかりや

すい内容であった。競技ごとによる起こりやすい傷害を示していただき、その危険因子

を理解しておけば、傷害は未然に防げるというお話には、今後の部活動指導に大変役に

立ったのではないかと思う。参加者は、真剣に北岡先生の講演に聞き入っていた。限ら

れた時間であったので、もっと聞いてみたいと思うような講演で、有意義な時間を過ご

すことができた。このような機会を与えてくださった「運動器の１０年」の方々に深く

感謝いたします。 

 詳しい内容については、パワーポイントのスライドを参考にして下さい。 

 

 



スポーツ傷害の予防

金沢大学整形外科

北岡 克彦



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

「運動器」とは？

骨・関節・筋肉・靭帯・腱・神経など、

身体を支えたり、動かしたりする器官

の名称。

内臓器(心臓や胃腸など)は自分自
身で働きを変えることはできないが、

｢運動器｣だけは自分の思いどおり

に動かすことができる。



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

関節の解剖

髄腔

皮質骨

海綿骨

関節包

靭帯

関節軟骨

関節腔

線維性関節包

滑膜



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

 筋線維により発揮された張力は腱組織に作用し、

関節のトルクを発生させる。

様々な関節トルクが作用して身体運動が形成される。

関節運動の動力（筋・腱・骨付着部）



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

 筋線維はすべて脊髄から

の運動神経支配を

受けており、

それはまた大脳からの

支配を受けている。

関節運動の調整（神経）



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

成長期(小児)の運動器の特徴

• 骨端線が存在する。

• 骨よりも靭帯・腱が強い。



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

小児の骨の特徴

骨端線

骨端線

骨端

■ 骨端線
骨の長さを成長させる軟骨

成長の途上である

骨端および骨端線は

障害を受けやすい



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

小児の骨と腱・靭帯

小児の腱・靭帯は骨に比較すると

力学的強度が強く弾性がある。

骨 ＜
成人

骨 ＞ 腱・靭帯



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

骨の成長 / 筋・腱の成長



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

スポーツ傷害の予防

マグニチュードの大きい傷害は何か？

その傷害の原因は？

その傷害の予防法は？



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

スポーツ傷害の発生原因

内的要因
• 年齢
• 性別
• 体格
• 健康状態
• 体力
• 解剖
• 技術
• 心理状態

傷害を起こす
可能性のある

選手

傷害を起こす
危険のある
選手

障害発生

外的要因
• 競技特性
• 道具
• 環境

原因となるイベント
• プレイの状態
• 相手の状態
• 身体のバイオメカニクス



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫

 「たかが捻挫、されど捻挫」

 本当に捻挫？

 3週間と3ヶ月！



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

通常の足関節捻挫

後距腓靱帯
前距腓靱帯

踵腓靱帯

前距腓靭帯 (＋踵腓靭帯)

の損傷が大半



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫の予防

その傷害のマグニチュードは？

傷害の原因は何か？

何が有効な予防方法か？



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫の予防

 重症度は高くないが頻度が多い

 最も大きな危険因子は捻挫の既往

 再発防止が重要



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫後のスポーツ復帰

 痛みがなくなるとすぐに再開×

 筋力、可動域、バランス感覚の回復してから○



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫の再発予防

 初期治療が重要

 テーピングや装具は再発予防に効果

 バランス訓練も再発予防に効果あり
足関節の固定法の種類 (2)足関節の固定法の種類 (2)

テーピング

足関節固定用装具足関節固定用装具



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

足関節捻挫後のリハビリ

 可動域訓練、筋力訓練

 バランス訓練

[第１段階：受傷早期～] 

装具着用下に徐々に全荷重する． 

ROM 訓練，筋力訓練，ADL 訓練中心． 

不安定板を用いた訓練も行う（座位）． 
 

[第２段階：ジョギング開始時期 ] 

ROM がほぼ正常で歩行時の疼痛・跛行
が無くなれば，装具着用下に速歩～直線
のジョギング開始．不安定板を用いた
訓練も行う（座位）．

[第１段階：受傷早期～] 
装具着用下に徐々に全荷重する． 
ROM 訓練，筋力訓練，ADL 訓練中心． 
不安定板を用いた訓練も行う（座位）． 
 

[第２段階：ジョギング開始時期 ] 
ROM がほぼ正常で歩行時の疼痛・跛行
が無くなれば，装具着用下に速歩～直線
のジョギング開始．不安定板を用いた
訓練も行う（座位）．

当科での足関節外側靱帯損傷 

リハビリプログラム①

当科での足関節外側靱帯損傷 
リハビリプログラム①

　　

[第１段階：受傷早期～] 

装具着用下に徐々に全荷重する． 

ROM 訓練，筋力訓練，ADL 訓練中心． 

不安定板を用いた訓練も行う（座位）． 
 

[第２段階：ジョギング開始時期 ] 

ROM がほぼ正常で歩行時の疼痛・跛行
が無くなれば，装具着用下に速歩～直線
のジョギング開始．不安定板を用いた
訓練も行う（座位）．

[第１段階：受傷早期～] 
装具着用下に徐々に全荷重する． 
ROM 訓練，筋力訓練，ADL 訓練中心． 
不安定板を用いた訓練も行う（座位）． 
 

[第２段階：ジョギング開始時期 ] 
ROM がほぼ正常で歩行時の疼痛・跛行
が無くなれば，装具着用下に速歩～直線
のジョギング開始．不安定板を用いた
訓練も行う（座位）．

当科での足関節外側靱帯損傷 

リハビリプログラム①

当科での足関節外側靱帯損傷 
リハビリプログラム①

　　当科での足関節外側靱帯損傷 

リハビリプログラム②

当科での足関節外側靱帯損傷 
リハビリプログラム②

　　

 [第３段階：徐々に競技へ復帰 ] 

筋力が健側の80％以上で，ランニングが
跛行無く可能となったら，装具着用下に
少しずつ練習に参加．起伏のあるジョギ
ングやジャンプ・ストップも開始．不安
定板を用いた訓練も行う（立位）． 
 

[第４段階：装具を外して競技へ復帰 ] 

装具を外しても疼痛・腫脹・不安定感な
し．新しい運動メニューを開始するとき
のみ装具を着用する．

 [第３段階：徐々に競技へ復帰 ] 
筋力が健側の80％以上で，ランニングが
跛行無く可能となったら，装具着用下に
少しずつ練習に参加．起伏のあるジョギ
ングやジャンプ・ストップも開始．不安
定板を用いた訓練も行う（立位）． 
 

[第４段階：装具を外して競技へ復帰 ] 
装具を外しても疼痛・腫脹・不安定感な
し．新しい運動メニューを開始するとき
のみ装具を着用する．

当科での足関節外側靱帯損傷 

リハビリプログラム②

当科での足関節外側靱帯損傷 
リハビリプログラム②

　　

 [第３段階：徐々に競技へ復帰 ] 

筋力が健側の80％以上で，ランニングが
跛行無く可能となったら，装具着用下に
少しずつ練習に参加．起伏のあるジョギ
ングやジャンプ・ストップも開始．不安
定板を用いた訓練も行う（立位）． 
 

[第４段階：装具を外して競技へ復帰 ] 

装具を外しても疼痛・腫脹・不安定感な
し．新しい運動メニューを開始するとき
のみ装具を着用する．

 [第３段階：徐々に競技へ復帰 ] 
筋力が健側の80％以上で，ランニングが
跛行無く可能となったら，装具着用下に
少しずつ練習に参加．起伏のあるジョギ
ングやジャンプ・ストップも開始．不安
定板を用いた訓練も行う（立位）． 
 

[第４段階：装具を外して競技へ復帰 ] 
装具を外しても疼痛・腫脹・不安定感な
し．新しい運動メニューを開始するとき
のみ装具を着用する．



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

筋・腱付着部の障害



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

肉離れとは

直達外力による筋打撲傷とは異なり、

自家筋力により筋が強く収縮した際に

抵抗下に過伸展されて発症するもの。

筋収縮＋過伸展

発症！！



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

好発部位

損傷筋 スポーツ動作 スポーツ種目

ハムストリング 疾走・キック 短距離・ラグビー

大腿四頭筋 着地・キック サッカー

大腿内転筋 開脚 ダンス・体操

下腿三頭筋 ジャンプ・ストップ テニス・中長距離

三角筋 投球動作 野球



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

腱付着部炎とは

腱に過度の負荷が加わることにより線維の解離や微小断
裂を来たした状態

膝蓋腱炎
（ジャンパー膝）

上腕骨外上顆炎
（テニス肘）

アキレス腱周囲炎



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

筋・腱付着部障害に対する
遠心性トレーニング

遠心性運動（筋肉を伸ばしながら行う運動）を取り
入れたトレーニング

筋・腱付着部障害の予防・治療効果



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

求心性運動

- 立ち上がり動作

- ジャンプ(take off)

- 上り坂



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

遠心性運動

- しゃがみこみ動作

- ジャンプの着地

- 下り坂



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

遠心性運動

筋・腱の超微細構造を
密にする

筋・腱の損傷に対する予防・治療効果

筋・腱の損傷

筋の柔軟性
向上

筋・腱に負担の
からない筋収縮の

習得

過度

適度

遠心性運動の可能性



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

前十字靭帯損傷



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

膝前十字靭帯（ＡＣＬ）とは？

 膝関節の４つの靭帯の１つ

 スポーツでの損傷

が多い

 関節内にある靭帯

なので直りにくい



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

膝関節 : 屈曲、外反
体幹伸展、重心後方
大腿骨外顆が脛骨外顆後方に接触

ACL injury

軸圧

大腿骨外顆が脛骨外顆後方に 滑り
落ちる

非接触型ACL損傷のメカニズム



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

前十字靭帯損傷の予防

その傷害のマグニチュードは？

傷害の原因は何か？

何が有効な予防方法か？



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

Engebretsenら( ノルウェー）

940名のハンドボールプレーヤーの３シーズンでのACL
損傷状況

Control season : 29名 ACL 損傷

Intervention period Ⅰ: 23名 （P=0.83）
Planting/landing指導

Intervention period Ⅱ : 17名 （P=0.04）
Planting/landing練習



Dept. of Orthop. Surg., Sports  Laboratory,  Kanazawa  Univ. 

指導のポイント

着地時に振動を吸収するように

膝をうまく屈曲させ、後方荷重に なら
ないように指導をする

着地時に膝とつま先の向きを一致させ、
膝が内側に入らないように指導する



ハンドボールで勝つための戦略 

－効果と効率を考えた優先順位－ 

                         小松市立高等学校  古橋幹夫  

 

１ 発表にあたって 

  これから発表することは、ほとんど科学性はありません。長年ハンドボールをやってきた自

分の経験を元に普段考えていることを聞いていただければ幸いです。他のハンドボール関係者

からは『どんな練習してるの』と言われることも多いので一つでも参考になればと思います。 

 

２ 小松市立高校ハンドボール部の紹介（平成 7年度までは小松市立女子高校） 

  昭和 40 年創部。谷口前監督は昭和 48 年インターハイ優勝を皮切りに昭和 60 年までに三冠

２回を含む 19回の全国優勝を成し遂げました。1 万日連続練習を達成したことでも有名なハン

ドボール名門校です。私がこの学校に赴任したのは平成 2年でそれ以降の戦績は全国大会優勝

－4回、準優勝－3回、ベスト 4－8回、ベスト 8－6回です。平成 16年には運よく全大会優勝

で三冠を達成しました。本年は選抜ベスト 8、総体準優勝、国体 4位という結果でした。 

 

３ 現在の部の状況 

 練習時間  朝練習 7：40～8：15 フリー練習 

       平日 月・水・金は 3時間、火・木は 2時間 

       土日 3～4 時間 

       休養日は適時月 2回程度（土曜日か日曜日） 

 練習場所  学校の体育館で 3分の２のコート（28m×20ｍ） 

 部 員   3年 11名、2年 7名、1年 10名の 28 名です 

       県外出身者は 3年に 1名、1年に 1 名います。  

 

４ ハンドボール関係者から見たチームの印象 

 ・投げ方がきれい。 

 ・シュートが速い。 

 ・フェイントが切れる。 

 ・パスがうまい。 

 ・動きが遅い。速い。（動きに緩急がある） 

 ・攻撃がシンプル。 

 ・細い。（体型） 

 ・教えることがうまい。（中学生に） 

  

５ 指導方針 

 ・個人の技術を中心に指導する。経験者といえども基本技術の習得に時間を使う。 

 ・ハンドボールの戦術を個人競技として捉え、個人の問題解決のための技術指導を行なう。 

 ・筋力・持久力をつけるだけのトレーニングは極力避ける。それらより動きのバランス・フォ

ーム・リラックスした身体の使い方に時間を掛ける。 

・一斉練習よりも個人練習を中心にする。 



 

６ なぜ技術中心になったか 

  平成 2 年から小松市立高校ハンドボール部は韓国の徽慶女子高校へ毎年、7 泊 8 日で合宿に

行っています。初めて訪韓した時は中学生と合同合宿をしましたが、体格・筋力に勝る高校生

が韓国の細くて小さい中学生に勝てませんでした。特にパスのうまさ、フェイントの切れ、シ

ュートのうまさには目を見張るものがありました。もちろん高校生同士では目も当てられない

負け方でした。いったいこの差は何なんだろうと韓国の人に聞いてみました。 

  韓国はゴールデンエイジからとにかくすべての技術を教え込み、中学生ではほぼ基本技術を

マスターするという事でした。そして、高校生になると筋力と走力をつけ一段と強くなる訳で

す。日本ではこの逆が多く、中学生は尐ない技術で走り込み、高校生でも基礎体力を先につけ、

徐々に技術をつけようとしてきました。日本には中高生に派手なプレーをさせないという傾向

がありますが、韓国の中学生は『うまい』。高校生は『強い』という印象でした。 

  そこで我々のチームは韓国の中学生と同じ、うまいチームを作ろうと考えた訳です。石川県

の中学女子は全国的にはけっして高いレベルではないので、高校 2年生まではとにかく技術を

磨き、3年生から大学にかけてパワーをつければいいと思っています。 

 

７ 練習形態 

  基本の練習は毎日やりたいのですが人それぞれに課題が違うので練習内容はフリーでやる

ことが多くなります。まして応用プレーの練習ではポジションによってまったくプレーの形が

違うのでフリー練習で個別指導になります。時間があるからフリー練習ではなく、時間がない

からフリーにせざるを得ないことをプレーヤーには説明します。この部分では、うまくなるか、

ならないかは自己責任ということを強調しています。1 年生の段階ではなかなか自分で練習を

選べず、先輩の真似をしていることが多いのですが黙って見ているうちになんとかできるよう

になります。私はその状態を『放牧場』と名付けています。いい餌をばら撒いて食べるか食べ

ないかは自由選択ということです。私はさながら放牧場の羊飼いというところで、いい餌を探

してくるのが仕事です。 

 

８ 効果性を重視した指導における優先順位 

(1) シュート 

  ハンドボールが好きになる重要ポイントは『すごいシュートが打てる。』ということです。 

  したがって、まずはシュートの技術を中心に指導します。腕で投げるのではなく、体幹の捻

りを肩、腕、手、ボールへと伝えていきます。右利きのジャンプシュートでは左肩や右膝の動

きとタイミングが重要になります。また、空中のバランスが悪いと投げるコースが制限される

ので頭の位置を調整させます。投げるコツをつかめば明らかにボールスピードが上がります。

シュート力が向上することにより将来の夢が広がっていきます。 

(2) パス・キャッチ 

次はパスです。シュートと同じ投げることですがパスとシュートは投げ方がまったく違いま

す。シュートはコースがわかりにくく、キャッチができないもの。パスは味方が取りやすいよ

うにスピードとコース、タイミングを調整したボールです。この 2つの区別ができないとミス

の多いチームになります。我々のチームのパスの種類は他校に比べておそらく多いと思います。

ありとあらゆるパスを全員、毎日練習します。バックパスなどはミスが多くなるという理由で

あまり使われていませんが、練習自体しないチームが多いと思います。キャッチは普通、両手



でやりますが、片手でキャッチできたほうが有効なプレーができるのでポジションによっては

毎日練習します。 

(3) フェイント 

シュートとパスの練習と平行してフェイントの練習も毎日行ないます。フェイントの重要ポ

イントは頭の動きと下半身の動きが逆方向になることです。そして床を押さえ込む足の使い方

です。ややもすると杭を斜めに打ち込んだようになってしまい、まったくフェイントになりま

せん。ディフェンスは頭の動きに反応しやすく下半身にはあまり影響されません。このような

ことを説明し、実際に動きに入ります。 

パスやシュートも同じですが、はじめはスローモーションで正確に動きを覚えさせます。こ

のことにより脳からの指令回路を作り上げることができるのではないかと思います。慣れてき

たら尐しずつスピードを上げますが正確に大きな動作ができる範囲でスピードは調整させます。

『速くて雑より、ゆっくりでも正確に』が重要だと考えています。また、フェイントやシュー

トを中心としてハンドボールの攻防自体が騙し合いであることから相手が見ている自分の姿や

動きを想像できることが重要になります。すべてのプレーが相手の気持ちを考えた上で組み立

てられればうまくいきます。 

この３つのプレーの基本ができあがればオフェンスの基本技術は完成です。 

(4) ディフェンス 

次にディフェンスですが基本はフットワークのみです。いかに速く身体を移動させるかが課

題であるので頭・腰・膝・足の位置関係でバランスを保てるようにリラックスして動かせます。

また、腕を振って動きをリードしたり、顔の向きを変えることをリードに使います。 

フットワークの基本は動くときは腰を高く、止まるときは頭を低く重心を落とさせますがや

はり腰を落とさないように注意します。腰が落ちれば動きが遅くなると思います。フットワー

クの指導で時間がかかるのは股関節の硬いプレーヤーと踵を床につけて骨盤前傾姿勢が取れな

いプレーヤーです。柔軟運動でなんとかしたいのですが普段の歩き方から直していくようにし

ています。具体的には後傾外股でハムストリングを使う歩き方をさせています。 

(5) 攻防練習 

  3対 3、4対 4などいろんな設定で攻防練習をしますが、ディフェンスの交代は必ず時間を区

切って行ないます。いつ終わるかわからない練習ではなく、5 分間全力で頑張ろうという形で

す。攻防練習では個人技の試行錯誤と味方同士のコンビネーションを練習します。オフェンス

は楽しく、ディフェンスはつらいものですが、レギュラークラスになればディフェンスでも楽

しめるようになり、攻防練習は非常に盛り上がります。 

 

９ 優先順位の低いもの 

  筋トレと持久力に関しては技術が高ければプレーをしているうちに必要な分だけついてく

るように思っているので無理に時間を使ってやることはしません。筋トレでは腹筋とハムスト

リングスだけは全員にやらせています。個々のプレーヤーによって必要な筋トレは朝練習やフ

リー練習でやらせています。持久力に関しては技術の高いプレーヤーは練習中の動きがよく、

ミスで止まることも尐ないので自然についてきます。また、紅白戦などはいいトレーニングに

なっていると思います。レギュラー陣は 1000m を 3 分 30 秒から 4 分というところです。実際

のゲームはインターバルトレーニングに近いので無駄なところで全力を使わないようにゲー

ムのペース配分をさせます。また、無駄な筋肉や脂肪を付け過ぎて重くならないようにも注意

しています。筋トレや持久力に関しては時間があればやりたいことがたくさんありますが、技



術のできていないプレーヤーが筋力で暴走することが本人にもチームメイトにも危険を与え

るので、技術の高い選手に限り 3年生からウエイトトレーニング等をやらせています。 

 

10 最も重要なこと 

  球技において最も重要なことは判断力を鍛えることです。眼を中心とした情報収集と脳の処

理と指令。いい判断をするには、脳の処理が速くなるか、動作が遅ければよい訳です。脳の処

理能力を身体の動きが追い越してしまうといわゆる暴走です。我々のチームではオフェンスが

うまくいかない時は必ず『スピードを落とせ』と指示が出ます。それはもちろんいい判断をす

るためです。攻防練習でもゆっくり正確なプレーを心がけ、良い判断を繰り返すうちに脳の処

理能力が速くなるのではないかと思います。ただ、ディフェンスにおいては相手のスピードに

眼と脳がついていかなければならないのでゆっくりしている訳にはいきません。韓国で速いプ

レーを守っているときは結構、眼がついていけるのですが、自チームに帰って攻防をしている

と元に戻ってしまう感じがします。常に、速くてうまいチームと攻防ができればいいのですが

なかなか難しいと思います。ビデオの早送り再生をしっかり見ていると頭の中が熱くなります。

もしかするとそれで脳の処理能力が上がるのではないかと思っています。後は何度も何度も同

じ場面で経験を積むことだと思います。3 年生にもなれば、結構なスピードの中でよい判断が

できるようになるものだと感心することが多々あります。 

 

11 1年間の大会に対する戦略 

  1 年間は国体または国体予選終了時から始まります。新人大会に向けて新しいメンバーのチ

ームを始動させる訳ですが、前のチームとのギャップが激しく爆発しそうになりながらもぐっ

と我慢の日々です。個人の技術練習を継続しながらも新しいレギュラーの連携や連動を作り上

げていきます。焦る心を抑えながらも試合ができるようにシンプルなオフェンスをゆっくりし

た動きから指導します。『今年はだめだ』と言いたいところを我慢しているうちに徐々にチー

ムになってきます。3 月の全国選抜大会はとにかくテクニックで勝負をします。他のチームは

ほとんどがパワーとスピードで勝負にくるのでミスの多い大会になります。我々のチームはス

ピードを落とし、ミスを尐なく戦います。 

  4月になると新入生を迎え、2・3年生が基本的な技術を教えます。教えることにより教えた

側も技術が伸びてきます。我々のチームにはしょっちゅう中学生が練習に来ますが教えること

もプレーの上達には重要だと考えています。この時期は 3年生が朝練習で筋トレを開始します。

1・2年生は技術を依然として磨きあげます。照準を 8月に合わせ、徐々にスピードを上げ、コ

ンビネーションも作っていきます。6 月の県予選はその途中にありますが、6 月に照準を合わ

せると 8月までに練習課題がなくなり、停滞するのであくまでも 8月に合わせて練習をします。

全国高校総体ではプレーのスピードと速攻のコンビネーションを高めて勝負をします。速攻は

あまり労力を使わずに得点できるので夏場には有効だと思います。また、ディフェンスも 2種

類くらいのシステムを作って対戦相手によって使い分けます。10 月の国体では主にパワー勝負

になります。春からの筋トレの成果を存分に発揮する時です。国体は特に高得点の争いが多く

なるので、逆にディフェンスをしっかり強化したいところです。以上のようなサイクルで 1年

の戦略を立てています。その年その年によって細かいところは変化しますが大筋は変わりませ

ん。 

 

12 私の指導スタイル 



  個人を中心に練習メニューを組み立て、一人ひとりの自主的な練習に依存している以上、プ

レーヤーの高いやる気が必要です。まるで数学の授業のような形です。授業で問題の解き方を

教え、家庭学習で問題演習を行なう。この問題演習が足りなければ力は付きません。やる気は

夢だと思います。全国優勝という夢をできる限り具体化し、これができたらベスト 4、これが

できたら優勝できるということを提示していきます。夢に向かってトレーニングをするので、

私もプレーヤーも上機嫌で部活動をやりたいと思っています。上機嫌の時は頭も身体もよく動

きます。これをやりなさいと強制するのではなく、ウキウキした気分でプレーヤーがやりたい

練習を自ら進んでやってくれたらいいなあと思います。 

技術を教えるときにはできるだけポイントを 1つに絞り、『こうすれば簡単』というふうに誰

でもできると思い込ませます。練習中はよく観察し、いいプレーを見つけ、褒めるようにして

います。ミスは本人が原因をわかっていれば無視します。わかっていないようなら原因を教え

ます。消極的なミスは指摘し、積極的なミスは『おしい』とかと言って応援します。新しいこ

とに挑戦するときにはミスがつきものであり、けっして怒らないようにしています。良いプレ

ーは強く印象付けるようにし、悪いプレーは早く忘れさせたいので、できる限り正しくやり直

させます。あくまでも個人の能力を引き出し、実力を付けさせることが中心であり、目標は勝

つことですが、そのために犠牲になるプレーヤーを出したり、アンフェアーなプレーをさせた

くないと思っていますし、ルールを守ることが上達の近道だと思います。また、プレーヤーに

嘘をつかないようにも心がけています。良いほうの暗示をかけることはありますが実際より低

い評価は出しません。とにかくプレーヤーに自信を持たせ、可能性を信じさせることが重要だ

と思います。人は恐怖でも力を発揮しますが、自分自身の夢に向かう時の力のほうが大きいと

信じています。 

  

13 まとめ 

  私のハンドボール指導は、ある文献によると弱小チームの指導の仕方と同様であるそうです。

『ハンドボールは楽しいよ』から始めて『勝ちたかったらこれをやってみるか』と進むそうで

す。それにも増して私のやり方は極端な練習方法なのですが、プレーヤーには大好評です。私

にとって一番重要なことはプレーヤーが小松市立高校のハンドボールが好きでプライドを持

ってくれることです。ただ、この発表がすべての内容を網羅していないので本当に強くなる要

因かどうかはわかりません。他の強豪チームの練習との違いを並べ、皆様に判断をお任せする

次第です。今後も指導を続けられる限り、効果性を一番に考える練習方法を研究していきたい

と思っています。 
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ボート競技の普及・強化について 

                                        ボート専門部 安田 誠二 

 

１ はじめに 

 県高体連研究大会で発表する機会を与えられたことを機に、ボート専門部としてこれ

までの成果をまとめ、取り組むべき課題も明らかにしていきながら、今後の活動の指針

としていきたい。 

 

２ 石川ボート界の概況 

（１）石川ボート界について                      ここ３年間の部員数 

 まず、部員数については、全体の生徒数減の 

中、ボート部の加入人数も減尐傾向にあったが

、 

ここ２、３年はその傾向に歯止めがかかり、改 

善兆候がみられる。 

 加盟高等学校は、七尾、羽咋、津幡、小松の 

４校であり、その他地域クラブ活動として３名 

（小松明峰、小松市立、金沢高専）がいる。水 

域は七尾高校は七尾湾、羽咋高校は羽咋川・邑 

知潟、津幡高校は河北潟、そして小松高校は梯 
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川で水上練習を行っている。小松のクラブチー 

ムも梯川で練習をしている。 

 大会は、河北潟の通称「日本海コース」と呼ばれるコースで、1000m の競技が行われ

る。このコースはゴール付近が岸辺に近く、応援や観戦に非常に適しており、競技者に

とっても励みとなる良コースであり、ボートの情報誌「月刊ローイング」にも掲載され

たほどである。 

 また、練習水域が広くかつ長いのでスピード練習からロングディスタンスの練習まで

制約なく練習メニューが組め、ボート競技の環境としては上位にランクするところとい

える。石川県のほぼ中央に位置することからもここを拠点に強化合同練習を組んで、成

果を上げていく必要がある。 

（２）これまでの実績 

 近年の全国大会上位入賞クルーを下に掲げる。 

 ・平成 16 年度  国民体育大会 尐年男子シングルスカル 坂本和也（津幡高校）６位 

  ・平成 19 年度 全国高校総体 男子シングルスカル  吉原 至（小松明峰高校）５位 

 ボートは、４人漕手の舵手付きクォドルプル、漕ぎ手が２人のダブルスカル、１人の

シングルスカルの３種目であるが、団体種目のクォドルプル、ダブルスカルでの上位入

賞が課題となっている。 

 

３ 勝利のための３つの条件 

 過去全国大会で上位進出を果たしたその要因を考えると、高いレベルの技術指導がで
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きるスタッフの存在、切磋琢磨する仲間の存在、水上練習が存分にできる活動環境が整

っていること等があげられる。この３つは全国大会上位進出を果たすために備えるべき

基本条件である。 

（１）高い水準の指導力 

 水上でいかに艇を進ませるかは、ボート競技の核心テーマである。ボートの推進力を

得るためには何が必要か、基礎体力はもとより漕法、その漕法を獲得するための筋力の

強化等統一管理された練習メニューを消化していくことが求められる。そのためには、

第一線の理論に習熟した指導者の存在が必要である。有効と考えられる漕艇理論は進化

している。全国大会で上位に食い込むには、高いレベルで指導できるスタッフの存在は

欠かせない。 

（２）仲間がいること 

 仲間同士の切磋琢磨は部活動の教育効果の重要な部分を占める。同じ目的（勝利する

こと）を持った集団の中で互いに励み合うことはその人の個人の成長を促すのみでなく、

集団全体の隆盛にもつながる。１人では難しいことが集団の中で自然にできていること

も尐なくない。毎日、日々活動を妨げる要因（例えば天気、学校の放課後の行事、自分

の体調 etc）が大なり小なりある中、それを容易に乗り越えさせてくれるのが集団の力で

ある。 

（３）活動環境の整備 

 活動場所として、ボートは水上競技であるため、練習水域がまずあることが前提であ

る。また、水辺があるだけでなく、艇の出し入れができる岸辺や桟橋が必要である。艇

を置く場所やそれを納める施設の存在も必要条件である。よってそれを満たす場所は限

られてくる。 

 石川では前記の４ヶ所である。大会が行われる津幡の会場をより充実したものにして

いき、各活動場所も、艇の確保を始めとした整備がより求められる。 

 

 ３条件からみた勝利の要因 

 先にあげた本県の全国上位進出クルーの成功要因を３つの条件から詳しく考察してみ

る。 

 平成 16 年度の国体６位入賞は、津幡高校坂本選手であった。国体強化部の顧問の先生

の指導のもと豊富な練習量をこなし、実力をつけていった。２年次に１学年上の山本選

手とダブルスカルを組み、インターハイで準決勝まで進出したことが大きな自信となっ

たようである。山本選手から練習・大会を通じて受けた影響も見逃すことができない。

練習場所の河北潟は長い距離を練習するのに最適で水上環境としては申し分ない。 

 平成 19 年度の全国高校総体５位入賞は、小松明峰の吉原選手である。彼は中学時代か

らの経験者で、高校に入りボート部がなかったが、地域クラブ活動で競技を続け、クラ

ブの担当コーチの熱心な指導を受け、成長した。小松高校の生徒と練習することが多く、

また活動場所も学校から比較的近いところにあり、活動環境も整っている。 

 以上２つのケースをみるにいずれも３つの条件を満たしていることが確かめられる。

もっとも本人たちの体幹の強さ、持久力などもって生まれた能力の高さそして何よりも

本人たちの努力、向上心があったことは言うまでもない。 
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４ 考察と課題 

 勝利をもたらす３条件について、現状に即してさらに考察を進めたい。 

（１）高い技術の指導力 

 選手が技術面で十分満足を得る指導を受けるには、技術指導の理論に精通した指導者

が正顧問につくこと、初心者の顧問が自ら技術指導のノウハウを習得し、生徒を指導で

きるようになること、そして技術指導力を持ったコーチ陣を活かすことである。現在、

小松明峰、小松市立等でその方策が実りつつあり、結果として今年度のインターハイ出

場を果たしており、吉原選手はさらに全国５位に入賞するなど、その活躍が注目される。 

 部活動顧問が高齢化し、各競技は高いレベルにおいてはかなり専門化が進んでいる中、

学校の顧問と競技コーチとの連携は、今後活動の一つのあり方として重要度が増すよう

に思われる。 

  一定の成果をあげているものの課題は多い。現在の体制はコーチ個人の献身的なボラ

ンティア的な面が強く、しっかりとした体制として確立しているとは言いがたい。体制

として存続させるためには、土日指導の手当てなどの経済的補償もきっちりしていくこ

とが検討されなければならない。 

 また、小松のクラブの場合、完全に独立した団体ではないため、そこに所属する選手

の管理責任者をどうするかという問題がある。やはり学校の課外活動の一環すなわち部

活動として活動することが基本であると考える。各学校の事情もあり、その辺の指導体

制のあり方はさらに検討を要する。 

（２）競技者数の増大（普及策として） 

 加盟校４校のうち、七尾、小松、羽咋などはボートの歴史があり、受け入れ体制も整

っており、部員数も毎年一定数確保されている。 

 先のデータに示したようにここ２、３年ボートの加入人数に増加傾向が見られる。各

学校の生徒・顧問のはたらきでその実をあげているようであるが、それに加えてボート

競技を扱ったテレビ番組が近年放映されたこともあり、その効果が現れているのかもし

れない。それは全国的傾向のようである。 

 また、小松市にはボート部のある中学校が１つあり、そこを卒業して高校でもボート

を続ける生徒が核となってボートの輪を広げる役割をしている。 

 ただ、その中学校出身者がボートのない高校に進学した場合、これまで競技を諦めて

いたのが、ここ数年小松ＲＣに所属し、クラブ登録という形で競技を続ける選手がでて

きた。ボート普及の面での新しい動きで大変喜ばしいことである。 

（３）活動場所の充実 

 各活動場所では、湾、潟、川など水域に特性があり、注意を払うべきところはそれぞ

れあるが、安全第一で取り組んでいる。 

 各水域の安全対策としては、今年度、水域安全委員会をたちあげる予定である。これ

まで個々の団体で取り組んでいた安全に対する方策を共通のマニュアルとして公表し、

情報を共有することによって、より確実な安全体制を目指すものである。 

 ４つの中では、大会が行われている津幡のコースが、地理的にも中央に位置している

こともあり、石川ボートの拠点場所となる。今後も、陸上施設も含めたコースの充実に
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努めていかなければならない。 

 課題としては、石川県津幡漕艇競技場が管理している艇の老朽化がある。県艇庫には

現在ボート競技５種目 48 艇があるが、いずれも平成３年石川国体を契機に納艇されたも

ので、現在の高校のボート競技の規格では旧式のものとなっており、艇の更新が求めら

れている。艇更新のシステムを確立していく必要がある。 

 また、審判艇の更新も望まれる。現在全国の主なボートコースに備えられている審判

艇は通称「カタマラン」と言って、ボート競技専用の波がたたない設計を施したモータ

ーボートである。ブロック大会や全国規模の大会を運営するには、この人工波のたたな

い審判艇の導入が求められる。さらに、コースの浚渫も大きな課題である。年々河川か

らの自然堆積でゴール付近の水深が浅くなる傾向がある。審判艇が底をつかえる危険性

もでてきており、長く漕艇場を維持管理する上で浚渫工事の必要性が高まっている。 

 小松地区の活動場所は近年整備が進んだ。従前は中学・高校・一般と別々に艇庫をも

ち、艇を出す場所もせまいところであったのが、国土交通省の河川整備事業が進められ、

コンクリート製のスロープと階段のついた立派な漕艇施設が完成した（平成 15 年）。艇

庫も「小松共同艇庫」として新築され、現在 60 艇ほどが納艇され、水上練習に活用され

ている。 

 ただ、雤天時等水上練習ができないときの室内トレーニングスペースが十分でなく、

特にシーズンオフの冬場の練習活動をいかに効果あるものにできるかが課題となってい

る。 

 

５ おわりに 

 週休２日制が実施されて数年が経過した今、各学校特に進学校で授業数確保の取り組

みが強化される中、平日７限授業の日が増えた。必然部活動の時間が制約されている現

状がある。本県ボート部のある高校は進学校が多いため、その影響は無視できない。そ

れが近年の上位進出の減尐につながっているとは即断できないが、以前と比べて平日の

時間がとりにくくなっていることは事実である。その分土、日の練習が長くなったかと

言えば必ずしもそうとは言えず、土曜補習・模擬試験等かなり土曜に行う学校行事も多

く、部活動の時間を確保するには全体に厳しい環境になっているようである。 

 現在、部員数は全国的には一頃より減尐はしているが、全国上位の競技水準は国際大

会の経験を有する選手もおり、高いものがある。そういう状況の中で全国上位に食い込

むには、以前にも増して専門技術指導が必要であると感じている。 

 ボート競技の運営指導等に携わる中で、ボート競技が置かれている現状を踏まえつつ、

部を預かる顧問が勝利へ導くために備えなければならない３つの基本条件を取り上げ

た。その第一に高い技術指導力をあげたが、理想は顧問の先生がその力を身につけるこ

とではあるが、それに到る過程として、地域クラブ活動との連携も１つの重要テーマと

して考えたい。 

 小松からボート競技でオリンピック選手はこれまで５人輩出している。また、大学や

一般で全国的な活躍をしている選手が現在何人もみられる。それら過去国際級で活躍し

た人たちや現役の一般競技者を招いて高校生と交流することも効果が期待できるであろ

う。 
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 教育効果を上げるには、実績をつくることも大切である。幸い小松 RC との連携で力

をつけた選手がいる。この流れを確かなものとし、普及・強化の面で、ボート界の一層

の隆昌を期したいと思う。 













 

小規模校における部活動の運営について 

～県立高等学校再編を間近に控えて～ 

                       バスケットボール専門部 

穴水高等学校 藏野 紀夫 

 

１．はじめに 

 本県における今後 10 年の中学校卒業予定者数は、ほぼ 11000 人台で推移するものの、県北

地区では、大幅な生徒の減尐期を迎える。 

 この地区では平成 12 年から進められてきた「高等学校再編整備」で、七尾東雲、能登青翔、

能都北辰の 3 つの新設校へ 8 校が統合されました。バスケットボール専門部としましては、こ

のいずれの新設校においても、バスケットボール部が設けられていたことは喜ばしいことであ

ったと記憶しています。 

 しかし、この時、「近い将来検討すべき学校」として 8 校 1 分校が示されており、それらの

学校においては、今日まで学校の存続はもちろんのこと、バスケットボール部の運営にもたい

へんな苦労があったことと思います。そして、本年 10 月 15 日、「県立高等学校の活性化推進

計画」が示され、この地区での今後の高等学校の再編整備の姿が明らかになりました。  

 そこで、バスケットボール専門部としましては、今後しばらくは登録学校数が減ることは当

然のことであるが、なんとしても登録部員数が減らないことを強く願い、それぞれの学校にお

ける現状を報告したいと考えました。 

 

２．調査の方法 

(1) 各校の運動部活動加入率の比較 

石川県高等学校体育連盟事務局の集計データーより抜粋 

(2) 指導者からチーム作りについての聞き取り調査 

県大会成績上位の男女各 8 校の指導者にインタビュー 

(3) 各校の部員数が運動部活動加入者数に占める割合数値 

(4) 合併チームによる活動に対する生徒たちへの意識調査 

 

【調査期間】 

 いずれも 10 月 15 日の「県立高等学校の活性化推進計画」発表後から 4 週間 

 

３．地域の実際 

 県北地区に存在する 8 つの学校では募集定員の充足率は低いものの、それぞれの高校におけ

る運動部活動加入率はたいへん高い数値を示している。また小学校のミニバスケットボールか

ら中学校、高校、そして一般のクラブチームまでとても盛んにバスケットボールの活動がなさ

れている地域である。各校は互いに練習試合や練習大会での交流を重ねるよきパートナーであ

りながら、地区予選大会や県高校総体、新人大会等ではよきライバルとして健全に存在しあっ

ていると言える。 

 

 



 

◇各校の運部活動加入率(男女総計) 

年度 

校名 
15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 

飯 田 56.9 68.7 66.4 68.2 69.8 

輪 島 52.1 60.6 55.6 60.6 63.7 

門 前 61.1 67.8 70.6 79.3 77.8 

穴 水 60.6 74.8 84.1 73.9 78.7 

県平均 48.1 50.3 52.2 52.8 53.6 

 

◇各校男女別バスケットボール部員数(分子:部員数、分母:運動部活動加入者数) 

年度 

校名 

15 年 16 年 17 年 18 年 19 年 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

飯田 
          

輪島 
          

門前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

穴水 
          

 

 

 



４．考察 

(1)平成 20 年 4 月に再編される学校 

○1 飯田高校と珠洲実業高校 

 ･飯田高校は、男女とも活動は盛んであるが、部員数が尐なく、将来にわたって、合併チ

ームによる部員数増は歓迎されると考えられている。 

 ･珠洲実業高校は、現在女子部のみの活動であるが、部員数が極めて尐なく、毎年、大会

参加が危ぶまれながらの活動であるが、合併チームでの活動に対しては、｢分からない｣

が 50%、｢難しいと思う｣が 33%、｢良いと思う｣が 16%と答えている。 

○2 輪島高校と輪島実業高校 

 ･輪島高校は、男女ともに活動は盛んであるが、女子部の部員数が極端に尐なく、将来に

わたっては合併チームによる部員数増は歓迎されると考えられる。一方男子部は両校と

もしっかりと部活動が運営されており、しばらくは合併チームでの活動は考えていない

ようである。 

○3 七尾東雲高校と中島高校 

 ･中島高校は現在男女とも部が存在していないが、かつては男女とも盛んな時期があり、

特に女子部は県内大会、北信越大会を制し、インターハイ 3 位入賞の実績もある。また

石川インターハイと石川国体を開催した町でもありバスケットボールの基盤ができて

おり、七尾東雲高校へ統合されたら活動を続ける生徒も多く存在すると考えられる。  

 

(2)平成 21 年 4 月に再編される学校 

○1 能都北辰高校と能登青翔高校 

 ･能登青翔高校は男子部のみの活動であるが、尐人数での部の運営や大会参加を苦とせず

しっかりと活動している。合併チームでの活動については現 1年生 100%が｢分からない｣

と答えている。 

○2 高浜高校と富来高校 

 ･高浜高校では女子部、富来高校では男子部のみの活動であるが、将来にわたっては男女

それぞれの活動が期待される。 

 

(3)輪島高校の校舎整備後に再編される学校 

○1 輪島高校と門前高校 

 ･門前高校は現在男子部のみの活動であるが、部員数の男子全運動部活動加入者数に対す

る比率が 20~30%と高く、単独での部活を望んでいる。 

○2 輪島高校を含む周辺校と穴水高校 

 ･穴水高校は男女とも活動が盛んである。とくに男子部は、部員数も多く、男子全運動部

活動加入者数に対する比率は 30~50%と極めて高く、強く単独での活動を望んでいる。

また女子部は女子全運動部活動加入者数に対する比率が 20~35%と安定はしているが競

技経験者が尐なく、将来にわたり合併チームでの活動に対しては｢分からない｣が 100%

である。 

 

 

 

 



５．チーム作りの例から 

 ところで指導者の立場からも考えてみよう。県内においてバスケットボール指導者として活

躍されている 16 人の指導者からチーム作りについてインタビューしたところ 

   

○全国で戦える集団になることを目指す 

  ○選手は指導者の姿を見て動く。だから誰よりも早くコートに立ち、最後まで見てやる。  

  ○選手一人ひとりに明確で高い目標意識をしっかりと持たせる 

  ○仲間意識を育てるとともにライバル意識を持たせる 

 

という見解が、重複して聞き取ることができた。これらの多くは県央、県南地区ないし七尾･

羽咋地区の比較的規模の大きな学校の指導者の見解であり、これから再編がなされる県北地区

の 5 クラス規模になる学校でも同様のことが考えられるかどうかはわからない。その主な理由

としては、規模の小さい学校では職員構成人数が尐なく、所属や校務分掌、そして複数の小委

員会に属し、一人当たりの仕事量や会議の回数がたいへん多くなっている。また、この地区で

はどこの学校でも 0 限･7 限授業、土曜スクールや補習、長期休業中の学習合宿等を多く取り入

れているため、前項の指導者としてのチーム作りの心得を実践しようと思うと、どうしても困

難が生ずることも考えられる。 

 

６．まとめ 

 以上のように 20 年 4 月に再編がスタートされる 6 つの学校の生徒にとっては、現在も活動

を継続している最中での突然の話であり、来年以降の学校の様子もつかみきれず、複雑な気持

ちでの回答であったと考えられるが、｢分からない｣という回答が多くを占めるものの、合併チ

ームでの活動に対しては決して否定的ではないと考えられる。 

 21 年 4 月に再編がスタートされる 4 つの学校の現 1 年生は 100%の生徒が｢分からない｣と回

答しているが、学校やこの地区では 12 年から始まった第１次再編を直接経験されたり、その

後に多くの情報を収集されている先生方も多く、生徒たちに対しても 2 年の猶予時間をかけて

十分に理解を深めさせた取り組みができると考えられる。今後それぞれの学校での話し合いの

中で是非とも男女バスケットボール部の開設と統合までの過渡期における合併チームの運営に

ついても学校の理想と生徒たちの現実がしっかりと結びつく取り組みがなされることを期待し

ます。 

 本県高等学校における運動部活動の普及活性化のため、地道に実践していく指導者が今後ま

すます増え続けていくことを願ってやまない。 

 



平成２０年度  第２回石川県高等学校体育連盟研究大会開催要項  

 

１  目   的     石川県高等学校体育連盟に加盟する各高等学校の体育・スポーツ

指導者の資質向上を図るため、日頃の研究成果を発表するととも

に、当面する諸問題について情報を交換し、高等学校教育の一環と

しての体育・スポーツの振興・発展に資する。  

    

２  主   催    石川県高等学校体育連盟  

  

３  日   時       平成２１年１月２９日（木）  １３：００～１４：３０  

 

４  会   場    石川県青尐年総合研修センター   

          金沢市常盤町２１２－１    ＴＥＬ  076-252-0666 

 

５  参加対象    石川県高等学校体育連盟加盟校の体育・スポーツ指導者     

 

６  研究主題    『  元気若人！  つくろう  高校スポーツの新しい道』  

                   －部活動で育む真の力－  

 

７  内   容       研究発表  

           全国高等学校体育連盟研究大会発表  

          『鍼灸マッサージのニーズと今後の活用』  

～部活動におけるスポーツ傷害と体調管理の  

実態に関するアンケート調査から～  

                     発表者   盲学校              上原   崇教諭  

 

          『全員陸上』～夢を力に！  己自身への挑戦！～   

         発表者   陸上競技専門部  

                        小松商業高等学校         日野  正尚教諭  

  

          『登山大会審査の現状とその方向性』  

           発表者   登山専門部委員長  

七尾東雲高等学校         出村   豊教諭  

 

          『明日につながる強化を目指して』  

           発表者   フェンシング専門部  

金沢西高等学校          髙田   満教諭  

 

          

 





















   

「登山大会審査の現状とその方向性」 

七尾東雲高等学校  出 村 豊 

 

基本的に高校の登山部は大きく分けて「国体山岳競技」「インターハイ」の２つの全国大会出場目指して練 

習に取り組んでいます。どちらにしても初めての人にとってはかなり謎に満ちた競技であり、ただ山に登るス 

ピードだけを競う、苦しいスポーツだと思われがちなので、その中身を簡単に説明します。 

Ⅰ.国体山岳競技 

縦走と登攀（クライミング）の２つの種目で競います。（平成19年現在） 

縦走・・・荷物を背負い、決められたコースを走った２人のタイムの合計で順位を付ける。 早い話が山

岳マラソンであり非常にシンプルである。（２年後には廃止） 

登攀・・・クライミングボードを登った２人の高度点の合計によって順位を付ける。危険なイメージが強

い競技であるが、全く安全で最近は若者に浸透。最近は全国大会優勝者に中高生がよく現れる

ようになった。（２年後に国体はクライミングに一本化される） 

Ⅱ.高校総体（インターハイ） 

  登山では、名称として「登山競技」ではなく「登山大会」を用いており、高校総体（インターハイ）の

「登山大会」は速さを競うものではなく、登山隊を編成して解散するまでの４日間で「高校生として登山技術・

体力・知識がどれほど身についているか」という観点から総合的に審査されます。各県の代表選手４人と監督

１人の計５人で構成された「パーティ」を基本に、男女別・種目別にＡ～Ｃ隊を構成し、４日間の競技期間中

にさまざまな観点から審査が行われます。（県大会は３日間） 

 成績は他校との競争によるのではなく、それぞれのパーティが日頃培った実力をいかに発揮できるかにかか

っています。このことから登山競技とは言わず「登山大会」と呼んでいます。登山大会の審査は、次の各項目

で点を付け、100点法で競います。 

   ① 体 力（30 点）     ② 歩行技術（10 点）      ③ 装 備 （10 点）      ④ 設営・撤収（10 点） 

 

 

 

 

 

           

               

 

⑤ 炊 事 （５点）     ⑥ 気 象（７点）        ⑦ 自然観察 （８点）     ⑧  記録・計画（10 点） 

 

 

 

 

 

 

                                                           

 

  ⑨ 救 急 （５点）      ⑩ マ ナ ―（５点） 

 

 

 

 

 

 

 

山を歩くのにふさわしい 

体力があるか    

自然保護への配慮 

安全確実な歩行技術が 

身についているか 

登山行動に必要な装備 

がそろっているか 

迅速かつ確実なテントの 

設営と撤収 

適切な食料計画と調理 

読図、地形と植生の観察 

及びペーパーテスト 
天気図の作成と解析 

及びペーパーテスト 

適切な登山計画と 

行動記録 

的確な救急措置と医薬品の 

取扱い及びペーパーテスト 
国体，クライミング競技 

（リード競技・ボルダリング競技） 



Ⅲ. 「登山競技」のルールは？ 

 「登山」と「競技」は本質的になじまない面があるのではと、首を傾げる方も多いかと思います。 

 高体連の登山競技や国体の山岳競技においては、そのような点も配慮しつつ、安全登山に必要な技術・体力 

 を身につけるため、あるいは登山に必要な体力技術を切磋琢磨の中で身につけるために、競技が行われます。 

 高体連の登山競技と国体の山岳競技は、別種目といって良いほど形式が違います。本県の（「本校」ではない 

ところが残念な気もしますが）高校生は、現在、双方の競技で活躍しています。 

  ここでは、平成 20年度石川県高体連登山専門部審査基準と、平成20年度埼玉高校総体登山大会審査内

容を紹介します。 

 

Ⅳ. 石川県高体連登山大会審査基準 

１チーム４人、100 点満点です。この審査基準で行われる大会は、６月の高校総体と特区間を設けない９

月の新人戦の２回です。 

 

１．体力（30点）  

 ※特区間（パーティ）によるチーム行動（20点）※（＊男子60kg 女子52kgをチームの最低重量とする。） 

 ①．１位チームに20点を与える。 

 ②．２位以下のチームの得点については下記の計算方式を用いる。 

   １位チームの所要時間－自チームの所要時間＝減点    

   ＊小数第２位を四捨五入して小数第１位までを計算する。 

 ③．制限時間を超えた場合は０点とする。 

 ④．リタイアの場合は０点とし，順位に入れず参考点とする。 

 

２．歩行技術（10点） 

 ①．隊行動中に，条件の異なる３～５ヶ所で審査評価する。 

 ②．スリップ・転倒・落石をさせた場合，各 0.5点を減点する。 

 ③．危険な場所での安全確認を怠った場合，0.5点を減点する。 

 ④．下りのバランス・手袋の着用・フィックスの頼りすぎ 0.5点を減点する。 

 

３．装備（10点） 

 ①．必要品の所持，その数量と保安について１点×10品目で審査し，各品目の状況に応じて 各0.5点を減 

点する。 

  ア．共同携行品 

【テント一式（フライを含む），ツェルト，炊事用具一式，コン ロ（ガソリンコンロ禁止），燃料，ラジオ，温度計，医薬品， 予備食（メ

ンバー全員の１日分），修理具（ペンチ・針金・テントやザックが縫える針と糸・ガムテープ又はリベアテープ），裁縫用具etc】 

イ．個人携行品 

【雨具（上・下），防寒具（ウールまたはフリース），寝袋，着替一式，水筒，食器類，細引（４～６㎜×５ｍ），ヘッドランプ（予備電池），

計画書，地図，磁石，時計，筆記具，ナイフ，呼笛，手袋，マッチ，ライター，非常食，行 動食，ザック，ザックカバー，サブザック，】 

 

４．設営・撤収（10点）＊制限時間を 10分間とする（ザックから出すところから収納まで） 

  ①．ぺグ（角度の不適切，打ちこみ不足，本数不足）各0.5点を減点 

  ②．張り綱（たるみ，ランナーの位置）      各0.5点を減点 

  ③．グランドシートの使用法，適切なサイズ等  各0.5点を減点 

  ④．完成度（極端なシワや傾斜等） 各0.5点を減点  

  ⑤．設営中の手袋の未着用     0.5点を減点 

  ⑥．設営中及び設営後のザック等の整理   各0.5点を減点 

  ⑦．設営用具の片づけ（袋物の整理）  各0.5点を減点 

  ⑧．撤収後の整地等  各 0.5点を減点  

 

 

 

http://www1.bbiq.jp/matsuo_sac/sanan-sinsakijun.htm#ko#ko


５．炊事（５点） 

  ①．衛生的な調理（調理用シートの使用，食料の整理等） 各0.5点を減点  

  ②．コンロの正しい使用法（安定度・防風対策・燃料保管）各0.5点を減点 

  ③．計画書の献立と実際の一致 各0.5点を減点 

  ④．調理の手順や手慣 各 0.5点を減点 

 

６．気象（５点）・基礎的な気象の課題（２点） 

  ＊気象通報（含録音）を聞いての｢天気図の作成」（放送終了後 20分で提出）  

  ①．各地点の気象の正確な記入  各0.1点を減点  

  ②．等圧線の適正な記入   各0.1点を減点 

  ③．基本等圧線の正確な記入   各0.1点を減点 

  ④．高気圧，低気圧，前線の正確な記入  各0.1点を減点 

  ⑤．解析，予報の記入  各0.5点を減点  

  ⑥．完成度 各0.5点を減点 

 

７．自然観察 読図（４点）・自然観察の課題（４点） 

  ①．地点確認（0.5点×４箇所×２日） ：誤差は２mm以内 

 

８．計画（６点）・記録（４点） 

  ①．計画書（１点×６ポイント）＊状況に応じて各0.2～0.5点を減点する。 

    【メンバー表（氏名・生年月日・住所・血液型・係り・保護者・電話），緊急連絡先 （留守本部・現地本部・責任者・電話）， 

行動表，日程表，概念図・断面図（主要   地点名・ピーク・ルートの記載），装備表（共同・個人分担表・重量），食料

計画 （献立・カロリー・重量・分担・予備食），医薬品リスト・使用法・救急処置法，   利用交通機関など】 

②．記録書（１点×４ポイント）＊状況に応じて各0.2点～0.5点を減点する。 

    【出発，休息，到着等時間の記入，主要地点の通過時間，主要ピークの標高，コース の概況，自然観察（植生を含めて），観天望気，メンバー 

の体調，指示，伝達の記 入】 

 

９．救急（５点）・基礎的救急処置の課題（２点） 

  ①．必要な医薬品の所持と適切な取り扱い（0.5点×６品目） 

  ②．必要な医薬品の量は目安として人数×２日分位とする。 

 

10．マナー（５点）＊0.5点幅で減点 

  ①．リーダーの指示が適切か。 

  ②．チーム内の協調性（パーティ行動も含む。） 

  ③．時間を守ること（集合・出発・就寝・起床）。 

  ④．休息時のザックの位置，マナーを守る。 

  ⑤．ごみ処理を適切にする。  

  ⑥．自然保護に気を配る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



インターハイ参加生徒 （感想） 
 

Ａ隊 ６班 石川県 小松工業高等学校 

                                             選手 Ａ 

今年のインターハイは昨年の佐賀のインターハイに比べてとても楽だった。ほとんどの行程がサブ行動で登山

行動が短かったからだ。メインで登ることができなくてとても残念だった。また、両神山に登ることができなか

ったのが一番残念だった。日本百名山に指定され、埼玉県が誇る山に登ってみたかった。 

今大会は３年生３人、２年生１人で大会に出場した。20 位以内が目標だったが、結果は 34位だった。反省点

は、やはりペーパーテストと地点確認だった。ペーパーテストはかなり勉強したつもりだったが、結果がついて

こなかった。地点確認は下見をしていないというのもあり、半分しか当たっていなかった。ちょっとしたミスも

あったので悔しかった。良い点として、設営や計画書、装備、炊事などが満点だったことだ。これに関してはと

てもうれしかった。来年は地点確認とペーパーテストの弱点を克服してがんばってほしいと思う。 

 

 

                                             選手 Ｂ 

 今年の埼玉インターハイはとてもいい大会だったと思いました。去年の佐賀インターハイと違ってどのチーム

もリタイアすることなく時間通りに次の幕営地に着くことが出来たのでよかったと思います。しかしそれは、ほ

とんどの行動がサブ行動だったからだと思います。できればメインザックで登山すればよかったと思いました。 

 あと、両神山にも登れることができたらよかったです。休憩のときに先についた班がすぐザックをおろしてや

すんでいたら後からきた班と休む時間が平等じゃないと思うのでやめてほしいと思いました。 

 ３年生でインターハイに出られてよかったです。去年のインターハイでは体力もなく佐賀の暑さにやられてバ

テてしまったけど、今年は体力もついてサブだったのでバテることなく歩くことができました。点数は去年より

もよかったのに順位は悪かったのでとても残念でした。埼玉インターハイは思い出に残るいい大会になりました。

ありがとうございました。 

 

 

                                 選手 Ｃ 

 大会が終わって考えてみると、辛いこともあったし、楽しいこともあった。地方の大会や北信越大会とは比べ

られないほどいろいろな思い出ができた大会だった。同じ班の高校と交流したり、夜にテントで今日の反省をし

て明日の予定を考えたり、とても内容の濃い日々をすごした。 

 僕は県総体のメンバーを選ぶときには一度はずれてしまった。しかし、メンバーの一人がケガをして、自分が

選ばれて大会に出場することになった。選ばれてすぐは「自分にケガをした者の替わりができるのか？」と不安

だったが、県大会、北信越大会と大会を重ねるごとに自信がついて、インターハイに出場することができた。 

 インターハイでの成績はあまりよいものではありませんでしたが、人生のとてもよい経験になった。今後、自

分の後輩もインターハイに出場し、活躍してほしい。 

 

 

                                             選手 Ｄ 

インターハイの感想はまず暑かったです。普段の山ではあまり感じられない体験でした。それにあんな多人数

で登るのは初めてで、とても楽しかったです。 

最初の難関はテストで、やってみると県予選などとは違ってとても難しかったです。テント審査では、ほとん

どの高校がよくできていて点数に差がつかないなと思いました。 

２日目の山は坂がほどよい傾斜で登れました。山頂では木が多く景色が見えなくて残念でした。下りではとて

も疲れました。 

３日目の両神山ではつらい坂が多く、軽くバテながら登りました。頂上に行けなくて残念でした。最終日は審

判がいなくなって皆が喜んでいて、自分も解放されて嬉しかったです。頂上までの坂がとても長く疲れました。

鹿が近くで見られたのは驚きました。 

初めてのインターハイでとても疲れたけど最後まで歩けて良かったです。 

 



Ｂ隊 ２班 石川県 七尾東雲高等学校 

選手 Ａ 

今回の大会は、サブザックでの行動がほとんどでした。７日は両神山のコースでしたが、変更になり、両神山

へは行かず清滝小屋までのコースでした。両神山の頂上へ行けなかったのは残念だったけど、途中で水のきれい

な沢を見ることができたのでよかったです。８日は体調不良のメンバーがいたため、登山活動に参加することは

できませんでした。そのメンバーが診療所へ搬送された後、大滝中学校幕営地の掃除などの手伝いをしました。

選手なのでわからなかったけど、役員の人たちは大変な準備をしていたというのがわかりました。 

登山行動最後の日は体調不良だったメンバーがだいぶ回復したので大会に参加することができました。下りの

時はみんな歩くのが速くて、ついていくどころか間があいてしまいました。なので、大会から帰ったらトレーニ

ングをしておこうと思いました。 

 この大会では辛いこともあったけれど、その分楽しいこともたくさんありました。役員の方々や選手のみなさ

ん、ありがとうございました。 

 

 

                                            選手 Ｂ 

 今年のインターハイは２回目の参加だったので緊張はありませんでした。去年のインターハイでは、一人が脱

水症状を起こしましが、今年はサブザック行動が多いので無事に大会を終える事ができると思っていました。 

 しかし、大会が始まる前に風邪をひき、咳がとても出ていたので、すごく疲れました。いつもなら疲れない坂

道で疲れて、前の人との間隔が少しあいたりしました。でも、最後まで歩く事ができたのでよかったです。 

 ３日日の早朝に、腹痛で動けなくなり、山を登る事ができませんでした。しばらくの間、救護室で寝ていまし

た。その後、車で診療所へ行き、先生に症状を診てもらい、薬をもらいました。その時お世話になった先生達に

はとても感謝しています。貴重な体験をしました。 

 次の日も、頭や腹が少し痛く、咳も悪化していましたが、山を登る事ができました。この日も坂道ですごく疲

れました。後ろの宮城県の人達が扇子を貸してくれて嬉しかったです。下りはあまり疲れず、ちゃんと歩けたの

でよかったです。 

 

 

                                             選手 Ｃ 

今回は初のインターハイということもあり、とても緊張していました。先週行った夏合宿でもなかなか思った

ような成果を上げられず、今回のインターハイでもそうなると思っていました。１日目はサブ行動で、なんとか

他のチームについていきました。２日目はチームの１人が腹痛を訴え、行動できなくなりました。その日はメイ

ンザック行動のある日だったので安心しつつ、スッキリしませんでした。３日目その子の体調もどうにか回復し

ていました。サブザック行動だったので、特に症状が悪化することもなく無事完歩できました。途中友人にアド

バイスをもらいつつ、私もどうにかこうにか隊についていく事ができました。暑い事もあり、サンプリングも大

量に補充できました。２班の他のチームの方々も優しく、班長の胴上げはとても楽しめました。初めてでしたが、

なかなか充実した登山大会でした。また来年も来られると良いです。 

 

 

                                             選手 Ｄ  

今年は、２度目のインターハイでした。たくさんのチームがあり、審査とかあってドキドキしました。でも、

みんな優しくて、交流会が楽しかったです。２日目は、清滝小屋まででした。サブザック行動でしたが、みんな 

登るのが速く、暑さもあってバテてしまいました。さすがインターハイだと思いました。 

３日目は、チームの１人の体調が悪くて、リタイアしました。ずっと待っていて暇でした。４日目は、白泰山

へ行きました。くもりだったので、疲れずに登れました。とてもいい景色でした。帰りは雷が鳴ったけど、みん

なで完歩できたのでよかったです。サンプリングがおいしかったし、この大会のためにたくさんの人が頑張って

いるのだと分かりました。埼玉県の山は登りやすかったけど、とにかく暑かったです。でも２班のみんなはもち

ろん最後は隊全員で歩けたのがよかったです。とても楽しかったし、いい思い出ができました。支えてくれたた

くさんの人たちに感謝しています。 



「明日につながる強化を目指して」 

     金沢西高校 フェンシング競技 

高 田  満 

１ はじめに 

石川県フェンシング協会が発足したのは昭和 56年、後に開催される昭和 60年石川インターハイに

向け、全種目を県内で開催することを目的に設立されました。 

昭和 56 年初めに金沢二水高校に高体連フェンシング専門部事務局を置き、フェンシング部も創部

され、翌昭和 57 年、松任高校、石川国体後に金沢西高校、現在では県内に金沢伏見高校、野々市明

倫高校を含む５校にフェンシング部が創部されています。 

 

２ 現在までの普及・競技成績 

石川インターハイ直前に作られた二水高校フェンシング部でありますが、石川インターハイでは男

子団体で見事３位に入る活躍でした。そして石川国体でも尐年男子２位、尐年女子８位という成績で、

総合優勝を果たしました。がしかし、その後、北信越ブロックで勝つことができず、平成 10 年大阪

国体尐年女子８位を最後に国体には出場していません。 

近年のインターハイでの競技成績は個人では入賞を果たしていますが、団体戦はすべて１回戦敗退

という結果で終わっています。個人の能力の高い選手がいるものの、組織・チームとしては競技人数

のせいもありなかなかレベルが上がらない現状です。 

また、近年フェンシングを高校から始めるのではなく小学校、中学校から始める生徒が増えたことが、

１つ大きな要因になっていると思われます。各県、さかんな県では市町村でも、ジュニア教室が普及

し、高校に入った時点ですでに経験値に差が出てしまっている現状です。 

そこで、石川県でも競技力の向上、競技人口の底辺拡大を目指し平成 17 年にジュニアフェンシン

グ教室を設立しました。まず、協会専門部のある白山市近辺の小中学校へお願いしてポスターを貼っ

ていただき、希望者を募りました。その結果、小学校１年生から４年生 15 名の小学生が集まり、週

に１度白山市にありますサンライフ松任という体育館で約２時間フェンシングの練習をしています。

また、希望者は全国大会にも出場し、良い成績を取るために県内試合や、富山県への練習試合なども

行うようになりました。 

ジュニア教室の課題としては中学校でフェンシング部がないので、中学校で部活動を始めると、フ

ェンシングを辞めてしまう生徒が多いということでした。しかし、今年度、中学生になったジュニア

教室の生徒が毎日、フェンシングの練習をしたいということで、金沢西高校の学校長の許可を得て西

高で一緒に部活動をしています。今後はさらに中学校でもフェンシングを続けてやっていきたいとい

う生徒が増えると思われるので、理想としては何年後かには中学校にフェンシング部が創部できたら

と良いと考えています。 

 

３ 県全体で取り組んでいる強化事業 

（１）夏季合同強化合宿（新潟県） 

（２）県外遠征（和歌山・岐阜・香川・栃木など） 

（３）石川国体記念白山ロータリー旗争奪フェンシング大会（全国大会の開催） 

（４） JOC CUP、ジュニア世界選手権大会、カデ世界選手権大会予選会等の参加（東京） 

                                         

 

４ 金沢西高校 部活動普及事業 

私は金沢西高校に赴任して２年目になります。 

金沢西高校は運動部が盛んで、昨年度サッカー部新人戦優勝・野球春季大会優勝・女子バスケット

ボール部選抜大会全国ベスト８、そのほか陸上部や空手部なども上位に入賞しています。 



以前からも運動部は盛んであったのですが昨年度から「西高体力アップ推進プラン」という事業に

取り組んでいます。この事業の目的は、「運動部部活動における効率の良い練習体制づくりや怪我を

しにくい体力づくりを行うとともに、メンタルトレーニング等を通じて精神面での強化を図り、競技

成績の向上につなげる。」というものです。 

具体的な取り組みとしては 

（１） 体力アッププランの実施 

・トレーニングマシーンを活用した効果的な筋力アップ 

効果的なトレーニングのための機器整備 

・筋肉ケア、メントレ、栄養の各種講習会 

今年度は総合スポーツセンターの管理栄養士の方に講演をしていただき、高校生として、アスリー

トとしての食事、栄養指導をしていただきました。 

 

（２） 総合スポーツセンターを活用した科学的トレーニングの推進 

・各部より選抜された選手（校内 50 名）に体力測定を実施し、種別ごとに必要な体力・筋力を個別

に指導 

・スポーツセンターを利用し自主的にトレーニングに取り組む姿勢、ボデイーケア、健康管理のしか

たを身につける。 

 

（３） スポーツ講演会の開催 

・日本のトップクラスの選手、コーチを招聘 

今年度はフェンシング競技銀メダリスト太田雄貴選手を招聘し講演、実技指導をしていただきまし

た。 

 

（４）その他 

・さわやかクリーンアップキャンペーン 

運動部全員による早朝清掃ボランティア 

 

・冬期合同トレー二ング 

エアロビクス（全８回） 

以上のような取り組みを行っています。 

 

このような取り組みのおかげで運動部全体の士気が高まり充実した練習が行えているのではない

かと思います。 

 

５ 最後に 

日本においてはフェンシング競技は競技人口が尐なくマイナーなイメージが隠せませんが、フェン

シング発祥の地フランスでは小学校１年生から体育の授業でフェンシングを指導しています。日本で

いうところの柔道や剣道以上に身近なスポーツでありますが日本では学校体育ではもちろんのこと、

その活動を身近で体験することがありません。また、用具も特殊で東京の専門店でしか販売していな

いということで益々縁遠いスポーツになりがちですが、北京オリンピックの太田選手の活躍で、今や

っと脚光を浴びるようになってきました。太田選手のような世界に通用する選手を育成するためにも、

まずしっかりと足元を固め、競技人口の普及活動をし、フェンシングの楽しさを伝えていけばその先

に競技力がついてくると信じ今後も誠意をもって日々指導に当たりたいと思っています。 
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石川県高等学校体育連盟調査研究委員会規約 

第１章 名称及び事務所 

第１条 本会は, 石川県高等学校体育連盟調査研究委員会(以下｢研究委員会｣という｡) と称する｡ 

第２条本会の事務所は, 石川県高等学校体育連盟事務局内に置く｡ 

第２章 目   的 

第３条 本会は,石川県高等学校体育連盟規約の第３条にしたがい, 当面する諸問題についての調査

研究や日頃の実践の成果を発表するとともに, 高等学校教育の一環としての体育・スポーツの 

振興・発展に寄与し, 青少年の健全なる育成をめざすことを目的とする｡ 

第３章 事   業 

第４条 本会は, 目的達成のため下記の活動を行う｡ 

（1） 記念誌, 年鑑の編集・作成方針についての検討 

（2） 運動部活動に関する調査研究 

（3） 全国研究大会の参加・報告, 県発表大会の運営並びに報告 

（4） その他必要な事項 

第４章 役   員 

第５条 本会は, 第４条の活動を円滑に運営するため, 下記の役員を置く｡ 

（1）部  長  １ 名(県高等学校体育連盟副会長兼務) 

（2）顧 問  若干名(県教育委員会スポーツ健康課長・スポーツ健康課担当) 

（3）委員長  １ 名(県高体連副理事長) 

（4）委 員  ８ 名(県高体連常任・総務理事の推薦による｡) 

能登, 加賀(各２名) 金沢（４名）を原則とする｡ 

第６条 本会の役員の任期は, １年とする｡ 

第５章 会   議 

第７条 会長は, 必要に応じて, 研究委員会を招集するものとする｡ 

第６章 会   計 

第８条 本会の運営に必要な経費は, 石川県高等学校体育連盟年度予算より支出する｡ 

附  則 

第９条 本会の年次は, ４月１日に始まり翌年３月31日に終わる｡ 

第10条本規約の改廃は, 石川県高等学校体育連盟評議員会で決定する｡ 

平成12年４月制定 

平成19年４月改正 

平成21年1月改正 



年度 専門部 発表者 所属校 年度 専門部 発表者 所属校

バスケットボール 蔵野 紀夫 （穴　　水） 剣 道

ボ ー ト 安 田 誠二 （小松明峰） 弓 道

定 通 部 木下 茂 （金沢泉丘通信） ア ー チ ェ リ ー

ハンドボール 古橋 幹夫 （小松市立） 相 撲

講 演 北岡 克彦氏 金大附属病院 全国研究大会 関東ブロック

陸 上 競 技 日野 正尚 （小松商業） サ ッ カ ー

フ ェ ン シ ン グ 高田 満 （金沢西） 自 転 車

登 山 出村 豊 （七尾東雲） ホ ッ ケ ー

研 究 部 上 原 崇 （盲） レ ス リ ン グ

全国研究大会（岡山） 上 原 崇 （盲） 全国研究大会

水 泳 バド ミ ン ト ン

ボ ク シ ン グ 馬 術

トランポリン ス キ ー

ボ ウ リ ン グ ライフル射撃

全国研究大会 山形県 全国研究大会

ラ グ ビ ー 空 手 道

ヨ ッ ト な ぎ な た

体操・新体操 カ ヌ ー

全国研究大会 兵庫県 ウエイトリフティング

全国研究大会

バレーボール ソフトボール

ソフトテニス 柔 道

卓 球 テ ニ ス

講 演 講 演

全国研究大会（全国発表） 鹿児島県 全国研究大会
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編 集 後 記 

 

 前委員長の清田敬夫先生（教育委員会スポーツ健康課）から委員長を引き継ぎ、あっと

いう間に３年がたちました。 

 この３年間で調査研究員会は大きく変わりました。平成18年度は全国高体連研究大会石

川大会の準備の年でした。平成19年度は、１月の全国研究大会の成功を目指し、県高体連

一丸となって取り組み、石川らしいすばらしい大会にすることができました。「競技力向

上」の分科会ではハンドボール競技の古橋幹夫先生（小松市立高校）が発表されました。

また、全国大会に先立ち、11月には第１回となる県高体連研究大会を開催することができ

ました。平成20年度は、全国研究大会岡山大会において、「健康と安全」の分科会で上原

崇先生（県立盲学校）が調査研究委員会のアンケート結果をふまえて、発表されました。

このあと、第２回県研究大会を行い、今回研究紀要を発表するに至りました。 

 平成23年度の全国研究大会鹿児島大会では、「部活動の活性化」の分科会で石川が発表

することになっています。ますます県の研究大会を充実させ、よりよい発表を全国に発信

していけるようにしたいと考えています。県研究大会をはじめとする調査研究委員会の役

割が、必ず県高体連の発展につながるものと確信しております。 

 最後になりましたが、関係各機関や調査研究委員の方々にこれまでの感謝を込めて、編

集後記といたします。                     （橋本 祐之 記） 

平成２０年度石川県高等学校体育連盟調査研究委員会名簿 

    

  地区 氏名 学校名 

部長 副会長 早川 弘志 寺井 

委員長 副理事長 橋本 祐之 金沢二水 

委員 

加賀 
佐野 誠一 寺井 

達 光洋 大聖寺 

金沢 

串田 孝子 星稜 

大谷内 圭介 金沢北陵 

齊藤 智之 県立工業 

神田 康 金沢泉丘 

能登 
蔵野 紀夫 穴水 

中越 顕治 羽咋工業 
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